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※本資料は基礎的な投資の考え方をご説明することを目的としております。
資料中に出てくる個別銘柄への投資を勧誘、推奨するものではございませ
ん。銘柄の選択など投資にかかる最終決定はお客様ご自身の判断にてお願
い致します。 

2018年8月16日 
マネックス証券マーケティング部 山田真一郎 
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（1）銘柄リストを使いこなす 
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まずは登録銘柄グループ 

銘柄グループ登録機能でグループ作成 
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銘柄グループは様々に活用可能 

一覧、マルチボード、一括監視、スマホ連携が可能。 
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銘柄リストの重要な役割はアラート 

価格・出来高の動きを見逃さないアラート 

重要項目を自動通知 
 
・株価 
・騰落率 
・出来高 
・特別気配 
・ストップ高安 
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アラート通知方法は多彩 

席を立っていても見逃さない、早く動けるアラート 

ポップアップで！ アラート音で！ 

♪ 
ピコーン 

スマフォでも！ 
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アラート設定は簡単 

銘柄リストを使っていれば簡単に必要なアラート登録が可能 

銘柄リストから簡単登録 さくさく入力 
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市況監視機能は超強力 

多数の銘柄の特定の動きをまとめて確認可能 

監視したい銘柄を指定し 監視条件を設定 
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見逃したくない動きをすべてゲット 

監視対象動きがあったら、アラーム発信 



（2）銘柄監視機能を使いこなす 
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直近で大きく株価が動いた銘柄を発見できる 

マーケットの動きを見る「急騰急落分析」 

銘柄連動機能を活用 
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銘柄監視→銘柄分析→取引のステップを高速で 

銘柄連動機能で情報はさらに活用できる 

監視 分析 

取引 
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「株式出来高急増分析」で出来高の動きをチェック 

銘柄監視ツールは豊富－出来高目線 

→動きの出てきた銘柄の発見をスピーディーに 



14 

「株式近接率分析」でストップ高安など節目接近をチェック 

銘柄監視ツールは豊富－節目目線 

→動きやすい価格帯の銘柄をスピーディーに発見 
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「VWAP乖離率」で日中の加重平均との乖離を確認 

銘柄監視ツールは豊富－ランキング1 

→日中に動き出した銘柄を発見 
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「移動平均乖離率」で中長期との乖離を確認 

銘柄監視ツールは豊富－ランキング2 

→直近で動き出した銘柄を発見 
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「出来高急増」で出来高が特に増加した銘柄を発見 

銘柄監視ツールは豊富－ランキング3 

→動き出した銘柄をチェック 
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ランキングの銘柄はそのまま銘柄リストに 

銘柄監視ツールは豊富－ランキング4 

→ランキングでの注目銘柄をリストで継続チェック 



（3）マーケットの動向を知る 
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便利に使える業種別指数 

「日経225」「小型株」など業種ごとに全体の動きを俯瞰 
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業種ごとの株価を一覧 

各業種の銘柄ごとの動きを見て、さらに深い分析 
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指数チャートの確認・比較 

各指数を一覧するだけでなく、値動きの比較も可能 



23 

業種別株価指数の一覧はランキングで 

リアルタイムランキング機能で業種別株価をランキング分析 



（4）さらに便利な使い方 
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画面全体の見た目を一括設定 

最初に使いたい「フォント」「色」の一括設定 
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画面全体の表示機能を一括設定 

「画面レイアウト」を一括反映可能、保存も可能。 
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起動時の画面設定やショートカットも 

より、便利にスピーディーに使うことが可能。 



質疑応答 
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国内上場有価証券取引に関する重要事項 
＜リスク＞ 
国内株式および国内ETF、REIT、預託証券、受益証券発行信託の受益証券等（以下「国内株式等」）の売買では、株価等の価格
の変動や発行者等の信用状況の悪化等により元本損失が生じることがあります。また、国内ETF等の売買では、裏付けとなっている資産
の株式相場、債券相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等（これらの指数を含む。）や評価額の変動により、元本損
失が生じることがあります。信用取引では、元本（保証金）に比べ、取引額が最大3.3倍程度となる可能性があるため、価格、上記各
指数等の変動、または発行者の信用状況の悪化等により元本を上回る損失（元本超過損）が生じることがあります。 
＜保証金の額または計算方法＞ 
信用取引では、売買金額の30％以上かつ30万円以上の保証金が必要です。 
＜手数料等（税抜）＞ 
国内株式等のインターネット売買手数料は、「取引毎手数料」の場合、約定金額100万円以下のときは、成行で最大1,000円、指値
で最大1,500円が、約定金額100万円超のときは、成行で約定金額の最大0.1％、指値で約定金額の最大0.15％を乗じた額がかか
ります。ただし、信用取引では、「取引毎手数料」の場合、約定金額が200万円以下のときは、成行・指値の区分なく最大800円が、約
定金額200万円超のときは、成行・指値の区分なく最大1,000円がかかります。また、「一日定額手数料」の場合、一日の約定金額
300万円ごとに最大2,500円かかります。約定金額は現物取引と信用取引を合算します。（非課税口座では「取引毎手数料」のみ選
択可能ですのでご注意ください。）単元未満株のインターネット売買手数料は、約定金額に対し0.5％（最低手数料48円）を乗じた
額がかかります。国内ETF等の売買では、保有期間に応じて信託報酬その他手数料がかかることがあります。国内株式等の新規公開、
公募・売出し、立会外分売では、購入対価をお支払いただきますが、取引手数料はかかりません。 
＜その他＞ 
お取引の際は、当社ウェブサイトに掲載の「契約締結前交付書面」「上場有価証券等書面」「リスク・手数料などの重要事項に関する説
明」を必ずお読みください。 
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本セミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行うことがあります。 
マネックス証券株式会社および説明者は、セミナーおよび関連資料等の内容につき、その正確性や完全性について意見
を表明し、保証するものではございません。情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他
の取引を推奨し、勧誘するものではございません。過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございま
せん。 
提供する情報等は作成時または提供時現在のものであり、今後予告なしに変更・削除されることがございます。当社お
よび説明者はセミナーおよび関連資料等の内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではござい
ません。 
銘柄の選択、売買価格などの投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようにお願いいたします。
なお、セミナーおよび関連資料等は当社および情報提供元の事前の書面による了解なしに複製・配布することはできま
せん。記載内容に関するご質問・ご照会等にはお応え致しかねますので、あらかじめご容赦ください。 
 
商号等：マネックス証券株式会社  金融商品取引業者  関東財務局長（金商）第165号 
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会 
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